
 

 

 

実りの２学期に！ 
                         校 長  松 本 浩 一 

 

 今年の夏は例年にない暑さが連日続き、水の事故や交通事故、そして熱中症などを心配していまし

たが、大きな事故もなく夏休みが終わり、一段とたくましくなって登校してきた皆さんの姿を見て嬉

しく思いました。 

きっとこの夏、皆さんは計画的な勉強や部活動、やってみたい体験や趣味などで、自分をさらに成

長させ伸ばすことができたと思います。その成果をぜひ２学期の学習や生活に生かしてください。 

さて、２学期はクラスの団結力や主体性が試される体育大会、文化発表会があります。友達と助け

合い、励まし合ってのぞむ、まさに学級が一つにまとまって燃え上がる行事が続きます。しかし、忘

れていけないのは、普段の掃除や給食、提出物などへのクラスとしての取り組み方が、必ずそれぞれ

の行事への取り組みに影響してくるということです。どれだけクラスで、日頃から同じ思いでいろい

ろなことに取り組んでいるかがわかるのです。 

学級が目標に向かって一つになろうとするとき、一人一人は学級のために、そして自分のために、

何をすべきでしょうか。よく考えて行事を盛り上げてほしいと思います。 

さらに、学級の団結力を高めるとともに、自分の目標、自分の夢の実現に向かって努力し、新たな

自分を発見してほしいと思います。 

２学期はぜひ「実りの学期」にしましょう。１学期は年度の目標をたて、その実現に向けてクラス

や学年、全校で取り組みを始めました。２学期は、それを広げたり、高めたり、深めたりしてしっか

りと実らせる学期です。個人としての成長、クラスとしての成長を実感できる、そんな２学期にして

いきましょう。 

 

 

＜備えることの大切さ－大地震に備えたい－＞ 

 酷暑の中、熱中症が防げたのはなぜか。生徒も家庭も学校も十分対策を講じたからだと感じました。

９月３日に避難訓練を行いました。静かに短時間で避難が完了しました。訓練をまじめにやることは

大切ですが、本気で備えているかが問われていると感じます。学校

としてどこまで備えておくか再考しなければなりません。我が家を

振り返ると、一時期はたっぷり水やカセットコンロのガスを蓄えて

いましたが、徐々に消費し、今ではほとんどなくなっています。消

費した分をこまめに補充しなければならないのですが、つい後回し

になってしまいます。被害を最小限にくい止め、被災後の辛さを少

しでも軽減するために、各ご家庭でも十分な備えをお願いします。 
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【愛日大会以上出場運動部】 
《団体戦》 

剣道女子団体…瀬戸旭大会優勝、愛日大会優勝、県大会２位、東海大会出場 

剣道男子団体…瀬戸旭大会２位、愛日大会３位、県大会７位、東海大会出場 

バレーボール女子…瀬戸旭大会優勝、愛日大会出場 

ソフトテニス男子団体…瀬戸旭大会２位、愛日大会出場 

ソフトボール…瀬戸旭大会２位、愛日大会出場 

卓球男子団体…瀬戸旭大会２位、愛日大会出場 

卓球女子団体…瀬戸旭大会３位、愛日大会出場 

 

 

 

《個人戦》 

ソフトテニス男子（浦・興梠）…瀬戸旭大会２位、愛日大会出場 

        （井戸田・山田）…瀬戸旭大会５位、愛日大会出場 

ソフトテニス女子（松原・速水）…瀬戸旭大会５位、愛日大会出場 

剣道男子（横井）…瀬戸旭大会３位、愛日大会出場 

卓球男子（岩﨑）…瀬戸旭大会優勝、愛日大会出場 

卓球女子（原）…瀬戸旭大会５位、愛日大会出場 

バドミントン女子（稲向）…愛日大会５位、県大会出場 

水泳 100m・200m バタフライ男子（中西）県大会出場 

  400m 自由形女子（寺田）…県大会出場 

  800m 自由形女子（寺田）…県大会出場、東海大会出場 

陸上１年男子 100m（山本）…県大会出場 

  男子 200m（橋本）…県大会出場 

  走り幅跳び男子（吹原）…県大会出場 

  800m 女子（二村）…県大会出場 

             走り高跳び女子（脇田）…県大会出場 

 

【吹奏楽】   

東尾張大会…銀賞 

 

 

 今年の夏は、異常な暑さに見舞われ、７月半ばから熱中症対策のため活動を大幅に制限しながら臨

んだ大会やコンクールでした。運動量が足りないまま大会に突入したため、体力がもつのか心配しま

した。保護者の皆様の手厚いサポートもあり、熱中症が重篤化したり救急搬送したりすることなく、

無事終えることができました。ご支援ありがとうございました。 

瀬戸旭大会の優勝旗こそ減りましたが、愛日大会、県大会、東海大会といった上位大会へ駒を進め

る部活動も多く、生徒たちのがんばりはめざましいものでした。上に結果をまとめて紹介しましたが、

結果以上に目標に向かって努力し続けてきたことが、大きく生徒たちを成長させたと確信しています。

努力してもかなわないことは多くあります。しかし結果を受け止め、再び一歩を踏み出すことで人は

成長していきます。生徒たちの健やかな成長を見守っていきます。 

中総体・コンクール等の結果 


